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　҆ഒ・福田内ֳで内ֳ෭、総෭大ਉを

められ、ࡏݱ、ࢁڱ市໊༪市ຽ、จ理大学

ಛ໋教तであられる大দໜઌ生、1962年、26ࡀ

の࣌に࣌の総理（ࡏݱの内ֳ）がओ催͢るୈ

4ճ日本青年海֎ݣ事業（東南アジアୈ2൝）に参

加されましたɻ

ಛʹҹతͩͬͨग़དྷࣄΛ͑ڭ くͯͩ
͍͞ɻ
　ݣલのݚमで「このࡒݫしいંにօさんを海

֎に͢ݣるので͢から、ܾ して、ແବに物事をݟ

ないようにɻ」とࢦಋされたことを֮えていま͢ɻͦ

のため、ݣઌで、視察なͲのプログラムもͪ

Ζん、Ҡ動中のバスにっている࣌もඞࢮになって

֎のܠ色をݟながら、ݱ地の生活様ࣜなͲを観察

し、ݟたものશてをٵऩしようとҰ生໋ݒになって

͓りましたɻͦ うってू中して観察していると、ຽ

家のݢઌにׯしてあるચ୕物がにつきま͢ɻׯし

てあるものඇৗに࣭ૉでらしのශしさをײじさ

ͤるもので、これまでりલͩとࢥっていた日本の生

活が実ܙまれていたのͩということにؾづかされ

ましたɻܾ して、ແବに物事をݟないようにҙࣝ͢る

と、֬ かにに入るҰつҰつがࣗにとって学びになりま ɻͦ͢ のため、࣌の໊で、60年たったࠓでもいまͩに

り物にっている࣌にډりなんかできまͤんよɻ

ຊΛද͢Δと͍͏ମݧ
　戦後の東南アジアを訪問͢るわけで͢から、もしか͢ると日本人ͩということで石を͛つけられるのでないか

と֮͢ޛらしていたんで ɻ͢とこΖが、ࢲたͪஂݣߦくઌʑで大ܴを受け、あͪこͪでँײのݴ༿をいたͩきま

したɻカンボジアで「日本の͓か͛で教育のػ会を༩えていたͩいたɻ」、「日本の方ʑ、をえるとか、จࣈ

の大さを教えてくͩさったɻ」と͓ྱをݴわれることさえあったんで ɻ͢こうしたݧܦを通じて、実、日本という国

ੈքでߴくධ価されていたんͩということをॳめてり、これまでのྺ࢙ೝࣝがҰมしましたɻ加えて、ࣗ が日本

をද͢る青年として֎国の方とりとり͢る中で、日本人としてのތりҙࣝがժ生えたようなؾがしま ɻ͢

　Ͳの訪問国にもͦれぞれࢥい出がありま͢が、カンボジア৺な小教の国で、ශしい中にも໌るく、ݐ国の

ҙཉがΈな͗っているҹ象తな国でしたɻ業ؔ࿈の視察の際に、日本でっているༀについてしたとこΖ、

を͢ࡴことにも߅をײじるようでしたɻͦ んな৺༏しいカンボジア人の国でϙル・ϙトによって大ࡴٮがߦわれ、

国の৴པをࣦってしまったの本に೦なことでしたɻ࣏が҆定していなけれ、国の発లがないということを

௧ײし、࣏の道をͦࢤうとࢥった出དྷ事でしたɻ

͓、ࠓ　 ۚさえあれ、ੈ ք中Ͳこにでもߦけるという࣌で ɻͦ͢ のような中で、国が実施͢る国際交流事業に

参加͢るҙٛԿかというと、ͦ れ日本をද͢るというݧܦで͢ɻ国がૹり出してくれるので͢ɻ୯なるཱྀߦで

ありಘないようなݧܦができるからこͦ、事業に参加͢るօさんに、ͦ のॏΈをվめて֮ࣗし、多くを学んでき

て΄しいとࢥいま ɻ͢

【IYEO会員ݸਓの活動】 ݩ ֳ෭ɺ૯෭大ਉ

市໊༪市ຽ、จ理大学ಛ໋教तࢁڱ

大দໜさん

ୈ4ճ日本青年海֎ݣ事業 東南アジアୈ2൝（1962年）
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【IYEO会員ݸਓの活動】 ݩ ֳ෭ɺ૯෭大ਉ

　࡚大学大学院ଳ医学・グローバルϔルスڀݚՊ教त、公ӹࡒ

ஂ法人プラン・インλーφショφル・ジャύン理事の্ਗ਼ࢠさん

、1974年、大学生の࣌にୈ1ճ「東南アジア青年の船」事業に参加

されましたɻ船でのମݧͦの後のキャリアにӨڹを༩え、Ұ؏して、

開発్্国のঁੑの݈߁ਪਐ、ࣗ 立支援にܞわってこられましたɻ

ਓとͲのΑ͏ʹؔΘΔ͖͔ΛֶͿ
　एいこΖのݧܦ、ͦ の後の人生を大きくࠨӈしま ɻ͢ࢲにとって、

ೋつのイベント、70ࡀになるࠓでも、ͦ のӨڹをײじることがあり

ま ɻ͢Ұつߴ校生の࣌にA'Sを通してアϝリカにཹ学したこと、ೋ

つ大学生の࣌にୈ1ճ「東南アジア青年の船」事業に参加したこ

とで ɻ͢

 「東南アジア青年の船」事業で、船というಀ͛がないڥԼで、

Ͳのように人とؔわるきかを学んͩとࢥいま͢ɻ船内で、あの人

としたくないとか、この人と会いたくないからといって っͣと෦

にもっているわけにいきまͤんɻ૬手をมえることできまͤん

から、ࣗ の考え方ߦ動をมえていくしかありまͤんɻͲうしたら

Ұॹにっていけるのか、Ͳうってંり合いをつけていくのかを、参

加青年Ұ人Ұ人が学びましたɻಀ͛がないというのωΨティブな

ҙຯでなく、ࠓのݱ実の社会の中でもͲのような人ؒؔをߏஙで

きるかということと共通しているとײじていま ɻ͢

୭ҰਓऔΓ͞Εͳ͍ࣾ会Λ࡞Δ
　λイのバンコクに参ूしたとき、࣌のバンコクでҰ൪ྑいホテルにധまりましたɻटの立な通りにあるホテルなのに、

ホテルのલにਫたまりがたくさんできていて、࿏্生活者のࢠ供たͪがਫ༡びをしていましたɻこのޫܠをݟて、日本こういう

ஈ֊をもうしたのͩなとࢥいましたɻಉ࣌に、これから日本が͢るきこと、このような࿏্生活をͤ͟るをಘないような

家族、つまり社会からऔりされ͢い人に対してԿができるかをλイの人とҰॹに考えることでないかとؾづいたので ɻ͢

ったのを֮ࢥされない社会を作っていくことなのͩなとわれているように、୭Ұ人औりݴのS%(Tでもࠓ、がるきことࢲ

えていま ɻ͢

　発ల్্の国、これからこういう国にしよう、্ をͦࢦうというΤωルΪーにຬͪていま ɻ͢Ұ方で、あるఔ度発లした国

、্ をݟるというより後Ζにऔりされている人がいないかͲうか、ΈんなでҰॹにาんでいけるかͲうかをݟなけれい

けないのでないでしΐうかɻલをݟるͩけが大なのでなく、࣌に後Ζもৼりฦって、ࣗ たͪよりもれている人がい

れ、なͥれているのか、ͦ の人たͪのためにԿができるのか、ҰॹにԿを͢れよいのかを考えるඞཁがありま ɻ͢

ී、なͲを通して交ݟっているの、この船の事業に参加して、海֎の青年と共にらし、ҙの৺の中にࢲでもࠓ　 ஈあ

まり考えもしないこと、つまり、ࣗ ってԿʁとか、日本という国海֎からͲのようにݟられているのͩΖうかといった点をਂく

考えさͤられたことで ɻ͢

　このࢥい、大学院をଔ業してब৬͢る࣌のਐ࿏ܾ定に大きく作用しましたɻ国࿈難ຽߴห事所（6NHC3）に৬を

ಘたのも、ੈ քからශࠔをなくし、֨ ࠩੋਖ਼に寄༩͢るような事にबきたいと考えたからで ɻ͢ࢲこれまで、日本のN(O

国際N(Oでも事をしてきましたが、国際協力を通じて、ঁ ੑの人ݖをकったり、ཉしい࣌にࢠͲもを出࢈したりできるように

ใとαーϏスを提供してきましたɻಛに、国࿈人جޱ （ۚ6N'PA）で、小さいながらも、東ژ事所のトップとして、が

ॏい事をされましたɻͦ の後、のհޢのため国࿈を早ظୀ৬して、ࡏݱ大学で教えていま ɻ͢

࡚大ֶ大ֶӃଳҩ ɾֶグϩーόルϔルεڀݚՊڭत
ެӹஂࡒ๏ਓプϥϯɾΠϯλーφγϣφルɾδϟύϯཧࣄ

  ࡚大学大学院ଳ医学・グローバルϔルスڀݚՊ教त
公ӹஂࡒ法人プラン・インλーφショφル・ジャύン理事

্ਗ਼ࢠさん

ୈ1ճ「東南アジア青年の船」事業（1974年）

【IYEO会員ݸਓの活動】
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【IYEO会員ݸਓの活動】【ॕ】ྩ ̎年य़ٴͼྩ̏年ळのঀ܄

　ྩ̎年य़の֎国人ঀ܄に͓いてୈ̎ճ「東南アジア青年の船」事業のλイ既参加青年であるィスィット・σッカムトーンࢯ

（.r. 7JTJt %eKLVNtPrO）が、ͦ して、ྩ ̏年ळの֎国人ঀ܄に͓いて、ୈ10ճ「東南アジア青年の船」事業のインドωシア既参加

青年であるリϊ・ィチャクιϊࢯ（%r. 3JOP 8JDBLTPOP）が、日本とλイ・インドωシアを࢝めと͢るASEAN֤国とのؒの青年交流

及び༑ળに寄༩したޭ࿑をࢌえられ、Ѵ日ޫষを受ষされましたɻ

　「東南アジア青年の船」事業֎国人参加者のѴ日ޫষ受ষ、マϨーシアのトΡアン・ϋジ・Ϟϋϝド・アζィ・Ϗン・ダドࢯ

（5VBO HBKJ .PIBNeE AV[J #JO %BVE）（ฏ成19年य़の֎国人ঀ܄）にଓいて、合໊̏ܭとなりましたɻ

　ィスィット・σッカムトーンࢯ、1975年にୈ̎ճ「東南アジア青年の船」事業λイ参加青年

として参加した後、1988～1992年に「東南アジア青年の船」事業のλイに͓ける事後活動৫

ASSEAY 5IBJMBOE会をめましたɻࡏݱ、ASSEAY 5IBJMBOEސ問をめていま ɻ͢

　1991年に、ࣗ のωットワークを活かしてඇӦ利ஂମϑΝンド・ϑΥー・ϑϨンζ（'VOE fPr 

'rJeOET� '''）を設立し、「رあふれるࢠ供たͪのためのプロジェクト（'Pr HPQefVM CIJMEreO 

PrPKeDt� 'HCP）」を立্ͪ͛ましたɻこのプロジェクトで、ࣇݽ難ຽ、ַࢁগຽ族、ো

を࣋っているࢠ供たͪなͲ、社会తࠔ難を๊えるࢠ供たͪを「رあふれるࢠ供た （ͪHPQefVM 

CIJMEreO）」とݺび、λイશ国֤地の「رあふれるࢠ供たͪ」をটいて、海ਫཋなͲの活動をؚ

Ή॓ധܕキャンプをߦいま ɻ͢プロジェクトの立্ͪ͛Ҏདྷ、ࡏݱまで30年にわたりຖ年実施さ

れ、ࡏݱで、λイͩけでなく、日本東南アジア֤国からも多くのࢠ供たͪボランティアが

ूまり、参加者総1000໊をえるҰ大プロジェクトとなっていま ɻ͢日本から、2008年から

ຖ年、（Ұࡒ）青গ年国際交流ਪਐセンλーが実施͢るλイԦ国・スλσィツアーの参加者（大

学生及び社会人）が、'HCPのボランティア・ス

λッϑとしてݱ地の実ߦҕһと協ಇしながら、

日本とλイの༑ؔ࿈ܞ強Խに加わって

いま ɻ͢

　ィスィット・σッカムトーンࢯ、年にわたる日本・λイؒ及びੈք֤国との

青年交流のଅਐに寄༩した実がೝめられ、2004年にSSEAYPインλーφショ

φル（SSEAYP IOterOBtJPOBM AXBrE）、2013年にλイ社会開発・人ؒ҆શ

อোলによる社会తऑ者のࢠ供たͪの活動へのදজ੍度プラチャーボーσィ

（PrBDIBCPrEJ AXBrE）を受されていま ɻ͢

　リϊ・ィチャクιϊࢯ、1983年にୈ10ճ「東南アジア青年の船」事業インドωシア参加青

年として参加した後、「東南アジア青年の船」事業のインドωシアに͓ける事後活動৫（ࡏݱ

のSSEAYPインλーφショφル・インドωシア）の立্ͪ͛にਚ力し、1987～2013年にSSEAYPイン

λーφショφル・インドωシア会をめましたɻࡏݱ、SSEAYPインλーφショφル・インドω

シアධ議һ会会をめていま ɻ͢

　2007～2012年に、日本にؔ͢るใを東

南アジアへえ、日本とASEAN֤国との交流

をଅਐ͢ることをతとして、インドωシア・

ジャカルλでの「+ASEAN（日・ASEAN）ϑェス

ティバル」の開催、雑hࢽ +ASEANマΨジンʱ

の発ץにऔりΈましたɻϑェスティバル雑

Ͳもたͪが日本จԽ（ອࢠを通じて、多くのࢽ

ըアχϝ、キャラクλー、コスプϨなͲ）に

しΈ、また、大学生が日本ཹ学学ۚにؔ͢

るใをಘることができましたɻ

　リϊ・ィチャクιϊࢯ、年にわたる日本・インドωシアؒ及びੈք֤国との青年交流のଅਐに寄༩した実がೝめられ、

2000年にSSEAYPインλーφショφル（SSEAYP IOterOBtJPOBM AXBrE）を受されていま ɻ͢

ィスィット・
σッカムトーンさん

ୈ2ճ「東南アジア青年の船」事業
（1975年）

リϊ・
ィチャクιϊさん

ୈ10ճ「東南アジア青年の船」事業
（1983年）

リϊ・ィチャクιϊࢯ（தԝ）ͱ͝Ո

ʮر͋;ΕΔͪͨڙࢠ のͨΊのϓϩδΣクト（')$1）ʯ
のϙελー
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【IYEO会員ݸਓの活動】【ॕ】ྩ ̎年य़ٴͼྩ̏年ळのঀ܄ 【IYEO会員ݸਓの活動】 "4E"/ϢーεɾϘϥϯςΟΞɾプϩグϥϜ�0�1

　2021年8݄30日（݄）～ 9 1݄7日（ۚ）、「e�ASEANϢース・ボランティア・プログラム2021」がΦンラインで開催され、「ASEANに͓

けるࠓ後の教育システムの強Խ」をテーマに青年が地Ҭ社会とともにͲのようにׂをՌたしていくきか議されましたɻ

　ASEAN事ہより日本ද者のਪનґཔがあり、日本青年国際交流ߏػ（IYEO）から１໊ が出੮しましたɻҎԼに参加ใࠂॻの

Ұ෦をࡌܝしま ɻ͢

ະདྷの"4&"/ɺएऀとएऀのରʹΑͬͯ ΒΕΔ
　本プログラムのΦープχングセϨϞχー、「ະདྷのASEAN、Τリート࣏家

֎交でなく、人と人とのつながり、ए者とए者の対によってられる」とい

う参加者をޑ͢るݴ༿から࢝まったɻASEANʴ̏ からूまった300໊の参加者

が、これからのASEANをる事者でありओであるとվめてೝࣝし、ࢲもこのプ

ログラムにྟんͩɻ

　本プログラム「ASEANに͓けるࠓ後の教育システムの強Խ」をテーマに講演・

ワークショップが実施され、֤ 国のCO7I%�19のײછঢ়گ教育ݱに͓けるײછ

対ࡦ事ྫなͲがհされたɻݱにいる事者のリアルながฉけるوॏなػ

会であり、プログラムを通じて新たにಘられたؾづきとしてҎԼの̎ 点があるɻ

　１点、クライシス・コミュχέーションについてであるɻこれら、ػةతঢ়گ

に直໘した合に、ͦ のඃを࠷小ݶにえるためにߦうもので、ใ開ࣔをج本

としたコミュχέーション活動をҙຯ͢るɻ

　講演で、CO7I%�19というෆଌの事ଶに対して、教育にؔわる多छ多様なステー

クホルダーへのਝかつదなクライシス・コミュχέーションがٻめられていると

されたɻ

　2点、コロφՒにより、教育ݱでテクϊロジーIC5ثػの活用がଅされ

た݁Ռ、教育提供者のׂがมわってきているというҙݟがࣔされたことであるɻ

に合わͤてࣗらの「ׂ」をมえ、Ռたしଓけگりฦしていく社会に͓いて、教育提供者ͦの社会ঢ়܁にมԽとదԠをٸ、後ࠓ

ていくしかないと強ௐされていたɻ

ࢢٿຽとしͯ ɺΑΓΑ͍ΒしΛૹΓଓ͚ΔͨΊʹ
　本プログラムを通じ、CO7I%�19がもたらしたࡏݱのੈքがզʑ人ྨに༩えているの、୯ににݟえる݈߁ඃͩけでなく、教

育、ࡁܦ、福ࢱなͲのج൫となる人ؒのଚݫにؾづくきっかけであったと考えさͤられたɻ参加者がҰ؏して問われていたの、「Ͳ

のように参加者が地ٿ市ຽとして、よりよいらしをૹりଓけることができるのか」ということであり、ͦ れを受けてࢲ、Ͳの

でも୭もऔりさͣ、よりよいらしをっていくために、本プログラムで学んͩスキル考え方をڥに合わͤて活用していきた

いとࢥうɻ

　また、直໘している໘に合わͤてٕज़方法にアϨンジを加えて、ޡࡨߦࢼしながら活用͢るͩけでなく、มわりΏくݱঢ়ࡦ

に合わͤ、զʑのマインドセットもৗにアップσートしଓけることが教育ݱにܞわるզʑのχューϊーマルであるとվめて実ײしたɻ

ஐさん

「ੈք青年の船」事業 （2017年）

ASEAN YOUTH VOLUNTEER
PROGRAMME (e-AYVP) 2021
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2011年 ・ 避難所での炊き出しඃ災住ډのਗ਼活動
Ҫओ催の「ふじؙ」を利用してඃ災者に৯事、入ཋのσイϢースαーϏスをແঈ提供͢るプログラムのࡾ会社船ࣜג ・

地αϙートスλッϑとして15໊Ҏ্の会һが協力ݱ 
のਗ਼を実施加࢈田町のਫࢁ ・
・「IYEOԑଆカϑェ」（20ճ実施）
・ 田ാଜԠ援バスツアーのاը運Ӧ

2012年 ・「IYEOԑଆカϑェ」（7ճ実施）
・ 復興ئفをతとした地Ҭのイベント活動への協力（北࡚ࢁしΌくな͛ࡇ）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を1か所で実施）
・ ୈ25ճ「ੈք青年の船」事業　大船渡市、લߴ田市での寄港地活動に協力
・ SI(A +BQBO SCAの受け入れによるඃ災地活動

2013年 ・「IYEOԑଆカϑェ」（11ճ実施）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を2か所で実施）
・「震災復興支援活動がつな͛るઇ国いわてլとੈք～լઇっࢠプロジェクト」

2014年 ・「IYEOԑଆカϑェ」（7ճ実施）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を5か所で実施）
・「シップ・ϑΥー・ワールド・Ϣース・リーダーζ」（S8Y2014）大船渡寄港地活動に協力

2015年 ・「IYEOԑଆカϑェ」（10ճ実施、ϝσィアにもऔり্ ͛られる）
・ 新潟県IYEO×東北（福島・宮城・岩手）チューリップ花絵大作戦
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を2か所で実施）
・ 7ISI5とう΄くの受け入れによるඃ災地活動

2016年 ・ 新潟県IYEOとチューリップ花絵大作戦
・「IYEOԑଆカϑェ」（3ճ実施）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を1か所で実施）

2017年 ・ 新潟県IYEOとチューリップ花絵大作戦
福ライブ් ࢠژਆ田・ࢣ原ୌ、講ஊ܂人ࢻ ・
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を3か所で実施）

2018年 ・「IYEOԑଆカϑェ」
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会、中ଜխ人さん講演会を4か所で実施）

2019年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会、中ଜխ人さん講演会を4か所で実施）

2020年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を1か所で実施）

【IYEO会員グループの活動】 東日本大震災10年を振り返る

　ະિ༗の災とݴわれた東日本大震災の発生から10年がܦաしましたɻ震災東北のԊ؛෦を

中৺に大きなඃをもたらしましたが、様ʑな支援を受けながら復興へ向けてาΈがਐめられてい

ま ɻ͢IYEOもඃ災県を中৺として、国内֎のωットワークを活用しながら、復興支援活動にऔりん

できましたɻ発災後͙͢ の炊き出しਗ਼活動の直తな支援から、ࡏݱ震災のݧܦをͲのよ

うに地Ҭ災につな͛るかといった観点の講演活動をߦうなͲඃ災地に寄りఴいながら、この10年

ؒ支援活動をଓけていま ɻ͢ࠓճओに岩手県、宮城県、福島県のओな活動をৼりฦりま ɻ͢

ߏػྲྀަࡍࠃ੨ݝखؠ

ߏػྲྀަࡍࠃ੨ٶ

2011年 ・ 塩竈市浦戸諸島桂島支援（物資支援、避難所でのイベント、地ҬのՆࡇりの支援）
・ ঁ町立ঁୈೋ小学校避難所支援（物資支援ɿ5、ۺシャツ）
・「石巻市立病院」医療従事者のܧଓతな生活支援・物資支援（日用品、৯品、ໟ、ҥྨ）
・ リラックスˍリϑϨッシュ１ധ̎日Թઘツアー（ܗࢁ県IYEOと協ಇでاը、̏ܭճ実施）

*:&0ԑଆΧϑΣ
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2012年 ・ 塩竈市浦戸諸島桂島支援（北海道・東北ブロック大会開催）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を１か所で実施）
・ H22年度「青年社会活動コアリーダー育成プログラム」ドイツ既参加青年の訪問受入れ
・「石巻市立病院」医療従事者への物資支援（PCを支援）

2013年 ・「東南アジア青年の船」事業地方プログラムへの協力
  （亘理町公共ゾーン仮設住宅でのASEAN交流）
・「グローバルリーダー育成」事業寄港地活動への協力（石巻での視察受入れ）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を5か所で開催）

2014年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を7か所で実施）

2015年 ・ 新潟県IYEO×東北（福島・宮城・岩手）チューリップ花絵大作戦
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を3か所で実施）

2016年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を2か所で実施）

2017年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を2か所で実施）

2018年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を3か所で実施）

2019年 ・ 石巻市立蛇田小学校　スクールミシン８台寄贈

2020年 ・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を3か所で実施）

2011年 ・ NPO法人ザ･ピープル（いわき市）を通じた支援
・ あづま運動総合公園内避難所（福島市）での炊き出し　
・ 学用品の提供 
・「復興の黄色いぞうきん」プロジェクト
・ 国際理解キャラバン隊（福島市立大森小学校、福島市立渡利小学校、福島大学にて実施）

2012年 ・ 復興支援雑巾プロジェクト
・ 国際教育キャラバン隊（小学生を対象に実施）
・ ボランティア勉強会
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を1か所で実施）

2013年 ・ 復興支援雑巾プロジェクト
・「原発事故直後の福島」を考えるワークショップの実践
・ 北海道・東北ブロック大会の実施（福島市）
・「東南アジア青年の船」事業地方プログラムへの協力
 （日本・アセアン青年交流プログラム及びホームステイ）
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を1か所で実施）

2014年 ・「福島の家族会議After 3.11」（震災をテーマにしたワークショップ）の開発と実践
・ チューリップ大作戦＠ふくしま×にいがた
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を3か所で実施）

2015年 ・ 新潟×東北（福島・宮城・岩手）チューリップ花絵大作戦

2016年 ・ チューリップ大作戦＠ふくしま×にいがた
・ チャリティー・トークイベント（坂本達さん講演会を2か所で実施）

2017年 ・ チューリップ大作戦＠ふくしま×にいがた

2018年 ・ チューリップ大作戦＠ふくしま×にいがた（開催に向けて準備していたものの、チューリップの開花が予定より大幅に早かっ
たため、開催中止）

2020年 ・ ブロックイベント「葛藤をこえた人のつながり～ローカルとグローバルの視点から多様な価値観を考える～」で、震災を
テーマにしたワークショップと講演を開催

【IYEO会員グループの活動】 東日本大震災10年を振り返る

船と翼の会ふくしま

チャリティー・トークイベント
（坂本達さん講演会）

復興の黄色いぞうきんを縫う
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【IYEO会員グループの活動】 IYEO災ϑΥーϥϜ։࠵ใࠂ

　2011年に発生した東日本大震災から10年のઅに、̎ 年がかりでਐめ

てきた災ϑΥーラムɻ「ඃ災地」東北ࡾ県、震災直後からશ国・ੈ ք

のIYEOؔ者のօさまから多大なる͝支援をいたͩき、活動をଓけてい

ま ɻ֤͢ 県の強Έを活かした復興支援活動を通し、ͩࠓからこͦえたい

と、12݄19 日、岩手県・宮城県共催でΦンライとݱ地開催のϋイブリッド

さͤましたɻݱにてIYEO災ϑΥーラムをようく実ࣜܗ

宮城IYEO
　宮城IYEO、東দ島市出で大学生のࢁͻかるさんの講演会をߦいましたɻࢁさんとの出会い、坂本

達さんの講演を石巻市立ࡩ坂ߴ校で実施したことがきっかけで ɻ͢震災࣌、小学校̐年生ͩったࢁさん、

を͓ししたり、家族をくした༑人のを絵本で出ݧܦの҆ഒ総理にもࣗのඃ災࣌り෦としてޠ校生ߴ

൛したり͢るなͲੵۃతにඃ災ݧܦをえる活動をߦっていま ɻ͢講演で、災࣌のࢠ供からݟた大人の࢟

、大人のࢠ供へのし方なͲ、ࢠ供の৺のมԽについて実ମݧを͓ฉかͤいたͩくとともに、「ࢠ供大人を

よく観ている、大なのࢠ供にもׂを༩えて΄しいということɻ」というࢥいをえていたͩきましたɻ宮城

IYEOとしても、ඃ災事者の͓をうػ会を࣋てたことに加えて、IYEO災ϑΥーラムというで、ࢁさん

のようなएいੈの活༂をえられたことがԿよりخしかったで ɻ͢

岩手県IYEO
　岩手県IYEO、東日本大震災の発生Ҏ߱、256日に及Ϳ支援活動で1922人がボランティアとして18495人のඃ

災者にؔわることができましたɻ直తな支援活動からスλートしましたが、ԑଆカϑェ岩手県の౷ܳさ

んさགྷりなͲ、ݸʑの会һの強Έࢥいがඃ災地支援活動にөされܧଓతな活動のॆ実につながっていま ɻ͢

ͦこにશ国の会һも加わり、ߋにॆ実した活動となりましたɻIYEO会һ幅い視と֤地の՝に対͢る共

合わͤていまͪ࣋力をײ ɻͦ͢ うした共ײ力をいかしながら、活動の受けࡼとしてのׂを୲うことで、活動ଅਐ

につな͛ましたɻこうしたいのαイクルが生まれるとなったこと、ؔ わった者としてخしくײじていま ɻ͢ 

　10年の活動の中で生まれたつながりを通じて、災ҙࣝのৢ成支援活動のあり方なͲ、গしでもօさんに

͓ฦし͢ることができたのであれいで ɻ͢ࠓ後もඃ災地で活動をଓけてきたஂମとしてϝッセージを発৴し

たいとࢥいま ɻ͢

IYEO防災フォーラム参加者の感想
・ ࢁさんのݴ༿ڳにഭるものが

あったɻಉੈでࠓ度実践してい

く立にあり、લにਐΈଓける࢟に

༐ؾをいたͩいたɻ

・ ࣗ教һであるが、۽本地震で

避難所対Ԡをݧܦし、「ࢠ供にも

ׂを༩える」という͓に強く共

りڈ供たͪがஔきࢠɻະདྷを୲うײ

にならないようにしていきたいɻ

・ 岩手のҰ人Ұ人のスキルを活か͢考

え方が、会һのډ所ଘࡏҙٛ

になっていたɻ

・ ࠞཚの中、3 1݄9日に岩手県IYEOが支援に動き出し、日ࠒのωットワークܗ成のॏཁੑをײじたɻ「ボラン

ティアとしてのઅ度とྱّ」という「支援のあり方のࢦ」が共༗されているからこͦ ଓతな支援がՄɻܧ、

ີにコミュχέーションをऔりながら活動の֩を作っていくこと道県の活動にも通じるɻ
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*:&0とύϥεϙʔπのͭͳ͕Γ
　IYEOとύラスϙーツのؔ2021年に東ژで開催された大会Ҏલの2015年からଓいていま ɻ͢大県青年国際交流ߏػ（大

県IYEO）のલ会であるѨ෦༑ًさんがP55A（ࢶମෆࣗ༝者ٿ協会）の理事をめていたことがきっかけで྆ஂମの交流が࢝

まり、これまでύラٿબ手の国際大会の出支援なͲの活動をߦってきましたɻ 

ಈ׆のࡏݱ
っていまߦIYEOύラスϙーツৼ興チームでҎԼの活動をࡏݱ ɻ͢ 

・ύラٿ国際大会の大会ཁ߲༁

・ύラٿදબ手へのӳ会講ٛ

・2019年ύラٿ日本Φープンに͓ける通༁αϙート

・PA3A PIN(PON( A35 P3O+EC5

 「PA3A HE3OeTల」లࣔ༁αϙート

・東ژೝ定ύラスϙーツスλッϑ交流会への参加

・2021年、東ژで開催された国際తなٕڝ大会でのボランティア

（༗ࢤϝンバー、ݸ人によるԠื） 

【IYEO会員グループの活動】 IYEOύϥεϙーπ振ڵνーϜ

 「IYEOύラスϙーツৼ興チーム」、ύラスϙーツの支援を࣠に活動͢るIYEOのワーキンググループで ɻ͢アスリートのօさんがເ

を࣋ってًくҰॿになるよう、日ʑ活動していま ɻ͢2020年6݄より、東ژにਖ਼ࣜに「東ژύラスϙーツスλッϑ」としてೝ定されて

いま ɻ͢（IttQT���XXX.TQPrtT�tPLZP�JOfP.NetrP.tPLZP.MH.KQ�TtB⒎�EetBJM�38）

ϛογϣϯとత
　ύラスϙーツのৼ興に向けて、IYEO会һの多様な人ࡐの力をいかして͢ݙߩることをతとし、IYEOύラスϙーツৼ興チーム

、国ڥʗোの༗ແによる֞ࠜなき大会の実ݱのため、࣍のࡾつのతを࣠に活動していま ɻ͢

ϘϥϯςΟΞのॴײ
・ ボランティア活動中にアスリートのࢼ合લ後の࢟をݟること

で、国੶・ো・ੑผ年ྸをӽえて、ࣗ ࣗをݟつめ、
ࣗ、にपりの人と協力して࣌ の強Έをຏき্͛ていくこと
の͢らしさをվめてײじましたɻこの流動తな࣌ͩからこ
ͦͦの࢟を大にしていきたいで ɻ͢（ࡖᖒҀ）

・ 大会中にたくさんのࢼ合をؒۙで観戦し、これまでの価値観
がΨラリとมわり、とてもྑいݧܦをさͤていたͩきましたɻ
また、ボランティアಉ࢜のឺもਂまり、新たな出会いに৺がགྷ
りましたɻ大会ऴわりましたが、ࠓճ学んͩことײじたこ
と、ࠓ後も多くの人にえていきたいで͢し、ここでボラン
ティアをऴえることなく、ύラスϙーツボランティアなͲをࠓ後
もߦっていけれとࢥいま ɻ͢（青ྰಸ）

ミッション
Borderless Olympic & Paralympic

参加͢るશての人ʑが、国੶、োの༗ແによっ

てけִてられることなく、ޓいのੑݸ、実力を

ೝめ合うことのできる大会を実͢ݱること

目的
１ɽ 大会参加者がスϙーツを通じてݧܦを共༗し、国ڥの֞ࠜを

えてؔをߏங͢るɻ

̎ɽύラスϙーツのೝ度�理解度を向্さͤるɻ

̏ɽ訪日֎国બ手�観٬のշదな日本ࡏをαϙート͢ るɻ

1"3"�)&30FTలのలࣔ༁をαϙート͢Δ
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ྩݩɹҬ՝ରԠਓࡐҭۀࣄʮҬίΞリーμーϓϩάϥϜʯイλリΞஂݣ

【IYEO会員グループの活動】 ମهݧのग़൛プϩδΣΫτ

　ྩݩ年度の地Ҭ՝対Ԡ人ࡐ育成事業「地Ҭコアリーダープログラム」でো者のஂһイλリアにݣされましたɻ9ധ

10日のイλリアݣで15か所の視察をߦいましたɻ小学校ローマ市ி、視֮োڀݚ所社会త共ಉ合なͲを訪問し、イλ

リアのোに対͢る様ʑな考えΈを学びましたɻイλリアからؼ国してか݄のうͪに、社会Ұมしましたɻ新ܕコロφ

イルスײછのײછ֦大により、海֎への渡ߤ͓Ζか、日本国内のҠ動に͓いても、ݫしい੍ݶが生じましたɻ

　この社会のมԽにより、ࢲたͪがݟて、ฉいて、ମݧしたこと、وॏなػ会であったのͩと、よりҰײじましたɻͦ こで、ࢲたͪ

が学んできたものを共༗͢ることが、ࢲたͪが͢きୈҰาなのでないかとײじましたɻ

ग़൛ʹ͚ͯ
に࣍、がҰகしたとこΖでͪ࣋ؾたͪの学びを共༗͢るज़として、Ͳんな方法があるかをし合いましたɻ出൛に向け、Έんなのࢲ　

「Ͳこにয点をあててॻくのか」、「ͩれを対象にॻくのか」、「Ͳうって本を出͢のか」なͲ、し合うきことたくさんありまし

たɻイλリアからؼ国した後も、3िؒに1ճのස度でΦンライン会議をॏͶましたɻ

ΫϥυϑΝϯσΟϯά
　出൛に向け、֤ ࣗが୲͢るテーマのࣥචも͓͓よͦがॻきあがったこΖ、出൛していたͩけ

る出൛社がܾまりましたɻࠓճ、ࢲたͪ共ಉ出൛というܗでの出൛のため、අ用がඞཁになり、

クラドϑΝンσィングで資ۚूめを実施͢ることにしましたɻクラドϑΝンσィングで資ۚू

めを͢ることにܾめた理༝として、クラドϑΝンσィングを通して、ࢲたͪの活動、本をっていたͩけるのでないかと考えたか

らで ɻ͢クラドϑΝンσィングで、多くの方ʑに͝協力、͝ 支援いたͩきඪֹۚを達成、ͦ してたくさんの͝ԑができましたɻ

ͦのޙ
　クラドϑΝンσィングIYEOࣗओ活動αϙートॿ成੍ۚ度（チャϨンジϑΝンド）による支援を受け、ແ事に「イλリアでݟつけ

た共生社会のώントʕϑル・インクルーシブ教育にجづく人ʑのらしʕ」を出൛できましたɻࡏݱ、クラドϑΝンσィングのリλー

ンとして、様ʑなܗでใࠂ会講演をさͤていたͩいて͓りま ɻ͢ঃʑにでありま͢が、「ྠががっている」「ܨがっている」こと

を実ײできる日ʑで ɻ͢

　಄にॻいたと͓り、出൛ࢲたͪの事後活動のୈҰาͩとࢥっていま͢ɻじめ

、イλリアでの学びを共༗͢るతで出൛を考えましたɻしかし出൛を通じ、のෆ

ࣗ༝な方が、ࢲたͪの本をಡΉためにͲう͢れいいのかʁなͲより実践తなྀ

について考えるきっかけにもなりましたɻイλリアݣでの学びをߦ動にҠし、ݧܦに

͢ることができ、事後活動の͢てきなୈҰาになったとࢥっていま ɻ͢このݧܦを活か

し、࣍のҰาを౿Έ出したいと考えていま ɻ͢
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ΛΞΫγϣϯʹม͑ΔͨΊのࢧԉ
 「社会をྑい方向にมえたい」と

いうをもった青年が、ͦ のࢥい

をアクションにมえられるように

支援を͢るのが、本プロジェクト

のతで͢ɻNPOද、ا業人、教

成ߏ大学生なͲ様ʑな人たͪで、ࢣ

された(-%Pチームϝンバーが、グ

ローカルリーダー（(-）をબ出した

のͪ、年ؒ、֤ 人のઐを

いかしながら、ͦ の(-にඞཁとࢥわ

れるワークショップ、ϑΝンドϨイζ、

プロϞーションの支援をしま͢ɻ

(-ワークショップの中で、社会՝

にؔわる事者からώアリングをし、ࣗ ࣗのࢥいの原点を֬ೝし、アクションプランを作成し、Ϗジョン、ミッション、

バリューとৄࡉをԿ度も࿅り直したのͪ、180か国Ҏ্から2000人のए者がूまるੈք࠷大のϢースαミットOOe YPVOH 

8PrME	OY8
でプランを発දしま ɻ͢OY8でੈքの社会ى業家にアドバイスアイσアをもらった後、アクションプランを࠶

度࿅り直しま ɻ͢(-がアクションプランを実ߦし࢝めたら、(-出プロジェクトྃで ɻ͢

ϓϩδΣΫτཱ ্ͪ͛のཧ༝
　本プロジェクトをىこした理༝、ࡾつありま ɻ͢Ұつ「社会にݙߩしたい」とࢥっている青年に、ͦ のをܗに͢る

ためのஈ֊తかつஸೡな支援をしたかったからで ɻ͢ೋつ、IYEOϝンバーに「୭かのりたい」をԠ援͢るも、֤

地Ҭでஙき্͛たωットワークも、青年育成のためにࣗの࣋つઐࣝスキルをແঈ提供͢るマインドも、ͦ れを通し

てϝンバーࣗも成したいというҙཉもあり、社会ݙߩしたい青年を支援͢るのに࠷దなڥが͢でにଗっていたからで

ɻ͢ࡾつ、OY8日本ҕһとIYEOとの࿈ܞのが入り、IYEOから青年をOY8にૹることがՄになったからで ɻ͢OY8を

(-%PのワークショップのҰつとҐஔけることで、(-ੈքで活༂͢る社会ى業家からアクションプランにアドバイスをも

らえるͩけでなく、ಉੈでಉじࢤをもつؒをੈք中に࣋つことができ、ͦ れが(-ののԌを೩しଓけると֬৴し

たからで ɻ͢

　本年度(-にબ出された島ਗ਼߳さん、Ѫ県をڌ点に、多様なจԽഎܠを࣋つࢠͲもが活༂できる社会の実ݱに向け

て「に΄ん͝×ここΖプロジェクト」を࢝めましたɻ島さんࣗࣗで教育ҕһ会にώアリングをしたり、地ҬのNPO

ද日本Y8CA 	5Ie YPVOH 8PNeO�T CIrJTtJBO ATTPDJBtJPO Pf +BQBO
 の৬һの方にアクションプランをしたりしたこと

で、ͦ の人達が新たな人をհしてくれたりアイσア

所を提供してくれたりして、গしͣつલਐしていま͢ɻ

島さん、「(-%Pで学んͩことたくさんあるが、(-%P

ࣗの考えを҆৺してͤ、ࠔったらいつでも૬ஊで

きる所となったɻࠓ度ࣗࣗが࣍の(-をαϙート

したい」ともޠっていま ɻ͢

　Ұ人Ұ人ஸೡに͢るため、ࢲたͪが出できるグ

ローカルリーダー多くありまͤんが、Ұ人のグローカ

ルリーダーが多くの人にྑいӨڹを༩えるとࢲ達৴じ

ていま͢ɻͦ のӨڹがͲんͲんがっていくようにࠓ後

もਚ力しま ɻ͢

【IYEO会員グループの活動】 グϩーΧルϦーμーग़プϩδΣΫτ	(-%1


ʗߏػྲྀަࡍࠃɿ本੨࠵ڞ *:&0ҭϑΝンυॿۀࣄ
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【IYEO会員グループの活動】 One More Child Goes To School Project

IYE0スリランカ教育支援プロジェクト　
～13年のキセキ　キセキの出会い～繋がり～広がり～

ϓϩδΣΫτのഎܠ
　スリランカに、家ఉのࡁܦతな問で学用品をߪ入͢るॆな資ۚをಘられないࢠͲもたͪが多く͓り、ͦ のよ

うなࢠͲもたͪがܧଓして学校に通えるように支援͢ることがඞཁとされていま ɻ͢「ੈք青年の船」事業の֤国の事後活

動৫のදがूまる東ژ会議から生し、日本青年国際交流ߏػ（IYEO）の会һによってߏ成されたプロジェクトチーム

、社会ݙߩ活動のҰつとしてこのプロジェクトを2008年に開࢝しましたɻ2008年～2009年学用品の寄のΈで実施、

2010年から学用品の寄に加えてϑΥスλーϖアϨンツ（ཬ）プロジェクトを開࢝しましたɻまた、ં ʑにチャリティーイ

ベントを開催し、プロジェクトのঢ়گを͓し͢ るとともに、物ൢなͲでಘたऩӹを学校へ寄していま ɻ͢

ίϩφՒͰख୳Γのࢧԉ
　2020年、スリランカで新ܕコ

ロφイルスײછのӨڹが出

めたの日本よりもগし後で࢝

したɻ͢ ͙にロックダンで学校

ٳ校になり、教育ݱに大き

なӨڹが出ましたɻロックダン

の合ؒの学校が࠶開͢るλイミ

ングで、学校のඞཁ物品を寄し、ࣇಐの絵と手ࢴもूめることができ、ྫ 年にۙい支援ができましたɻスλσィツアー

実施でき 、ͣプϨθントをࢠͲもたͪへ手渡し͢ることできまͤんでしたが、わりにϖアϨンツからの手ࢴをݱ地に༣ૹ

しましたɻ

　2021年、ײછ֦大のӨڹで学校࠶びٳظ校となりましたɻ࠶開しても、ײછ予のため学校ؔ者Ҏ֎立ͪ入る

ことができͣ、学校との࿈བྷ手ஈిのΈでしたɻ4݄に新ܕコロφイルスײછに対͢るಛผ支援として、マスクとফ

ಟӷ、ύンを寄しましたɻಛに、ࢠ供αイζのෆ৫マスクتれましたɻ

　Ҿくロックダンで所ಘのい家ఉさらにځࠔし、日ʑの৯事にもࠔる家ఉが出てきましたɻͦ のようなا、࣌業から

寄をいたͩき、9݄に৯ྉ支援をߦいましたɻ達࣌のࣸਅ、Ͳのࣇಐもとてもخしͦうで、͓ ถのାを๊えたຬ໘のস

Έのࣇಐもいましたɻ達後、อޢ者ࣇಐからコーσィωーλーにԿ本もిが入り、「本にॿかったɻ日本のօさんに

༿もಧきましたɻݴをえて΄しいɻ」とのँײ

　いまͩにスリランカの教育ݱに੍ݶがあり、通ৗの支援にることができͣ、ϖアϨンツのօさんに͝৺を͓か

けしていま͢が、ϝールマΨジンを通じて、ݱ地のใを͓えしていま ɻ͢

ίϩφՒͰのࢧԉの͕Γ
　これまでの13年ؒの活動をධ価していたͩき、2021年

12݄に東࠲ۜژローλリークラブより支援ۚをいたͩきま

したɻ活動ใࠂので、コロφՒでも多くの方に活動を

っていたͩくことができ、新たな出会い、ܨがりができ

ましたɻ

　これからもܧଓして地道に活動をߦっていきま͢ので、

Ҿきଓき、օ様方の͝支援ならびに͝協力をよΖしく͓ئ

いしま ɻ͢（問合ઌɿPOeNPreDIJME!HNBJM.DPN）
౦࠲ۜژϩーλリークϥϒͰ׆ಈใࢀʹࠂՃ͠ ʮͨੈք੨のધʯۀࣄ
ؔ （ऀ������݄）

৽ܕίϩφイϧεײછのͨΊのಛผࢧԉのدをืΓɺϚεクɺফಟӷɺύンをد（�����݄）




